
【概要】
生命の根源的機能であるエネルギー代謝において、ATPはあらゆる反応の基盤として安
定に存在する一方、GTPはATPの2–10%というレンジで細胞状態に応じて動的に変化す
る「可変の通貨」です。私たちは15年にわたり、「根源的メカニズムの理解は病態理解を深
め、新たな治療を生み出す力となる」との信念のもと、GTP代謝を研究してきました。これま
でに、哺乳類細胞に内在するGTPセンサー（PI5P4Kβ）が存在することを示し、さらにグリ
オーマにおけるGTP代謝のリプログラミングがリボソーム生合成と細胞増殖を駆動することを
明らかにしてきました。GTP代謝には未解明の驚くべき役割がなお多く潜んでおり、その一端
が近年、次々に明らかになりつつあります。本講演では、GTPの視点から生命機能と疾患の
結節点を描き出し、腫瘍や代謝疾患に特有の「GTP配線」を標的とする治療仮説を、私
たちのデータとツールで検証の道筋とともに提示します。
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LET’S CHAT GTP FOR 
NEXT-GENERATION THERAPEUTICS

―GTPエネルギー代謝が拓く生命機能と癌・代謝・老化治療の新機軸―
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